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は  じ  め  に 
 
 
 本年度も小学校６年生と中学校３年生を対象に、文部科学省による全国学

力・学習状況調査が平成２１年４月２０日に実施されました。全国調査として

は、昨年度までの対象学年の全児童生徒を対象にした悉皆調査から、本年度は

約３０％の抽出調査に切り替えて実施され、当別町内の学校はいずれもその抽

出校には当たりませんでした。しかし、北海道の独自予算のもと希望すれば全

国調査を利用できることとされたことから、継続的な学習状況等の把握や改善

に役立てていくため本町としてもこの調査に参加したところです。 
 調査の内容としては、これまでどおり教科に関する調査（国語と算数・数学）

と生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査（児童・生徒対象と学校対象）が

ありましたが、このたび、文部科学省及び北海道教育委員会より送付された調

査結果をもとに、当別町の児童・生徒の学力及び生活習慣等の実態分析を行い

ました。 
 学力に関しては、小学校において全道平均と比較しますと、ほぼ同程度であ

りますが算数の知識・技能を活用する問題でやや下回ったものの、それ以外の

国語、算数の基礎的・基本的な知識に関する問題、国語の知識・技能を活用す

る問題ではやや上回る結果となっています。また、中学校においては、全道平

均と比較して国語・数学の基礎的・基本的な知識に関する問題、知識・技能を

活用する問題とも、ほぼ同程度ではありますがいずれもやや上回る結果となり、

国語の基礎的・基本的な知識に関する問題では全国平均をやや上回る結果とな

っています。 
また、生活習慣、学習環境等については、規則正しい生活習慣、学校への目

的意識、自尊意識、社会への興味関心などが子どもたちの心を安定させ、学習

意欲を高めて学力の定着に関係している傾向がありますが、家庭学習の定着や

テレビ視聴・ゲームの時間などにまだ課題が見受けられます。 
 本報告書では、こうした調査結果を検証・分析し、教科においては課題に対

応した指導改善方策の一部をとりまとめ、生活習慣や学習環境等については、

できるだけ学力との相関関係に注目しつつ改善の視点をまとめました。各学校

においては、本調査結果を活用いただき、今後も学校ごとにそれぞれ継続的に

成果と課題を分析し、児童・生徒の学力の向上や生活習慣等の改善を図るため、

家庭・地域との連携を図り、より一層ご尽力いただくことを期待します。 
 
                         当別町教育委員会 
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２ 小学校算数 
（１）小学校算数の概要 

 
【小学校算数Ａ】 

 
 
数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題が

出題されている。 

   当別町の児童は、今回出題された学習内容に関しては、全国平均を下回っており、全道合算

平均とはほぼ同程度だが、やや上回っている。 

 

 
※「ほぼ同程度」は、全国平均・全道合算平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内 
 「全道合算」とは、本道の抽出調査と希望利用調査を合わせた結果 
 

○領域の様子（各教科の領域は、抽出調査の全国平均・全道平均との比較） 

 

 

【数と計算】領域 

  全国平均を下回っており、全道平均とほぼ同程度である。 

【量と測定】領域 

  全国平均を下回っており、全道平均とほぼ同程度だが、やや上回っている。 

【図形】領域 

  全国平均を下回っており、全道平均とほぼ同程度だが、やや下回っている。 

【数量関係】領域 

  全国平均・全道平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

【小学校算数Ｂ】 

 
 

  数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる

問題が出題されている。 

  当別町の児童は、今回出題された学習内容の知識・技能を活用する力に関しては、全国平均

を下回っており、全道合算平均とはほぼ同程度だが、やや下回っている。 

 

 

※「ほぼ同程度」は、全国平均・全道合算平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内 
 「全道合算」とは、本道の抽出調査と希望利用調査を合わせた結果 
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○領域の様子（各教科の領域は、抽出調査の全国平均・全道平均との比較） 
 

 

【数と計算】領域 

  全国平均・全道平均を下回っている。 

【量と測定】領域 

  全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道平均よりやや上回っている。 

【図形】領域 

  全国平均を下回っており、全道平均とほぼ同程度だが、やや下回っている。 

【数量関係】領域 

全国平均を下回っており、全道平均とほぼ同程度だが、やや下回っている。 

 

 

 

◎ 成果と課題    ◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点  

（ ）内の記号は A＝算数 A、B=算数 B 

数と計算 
◇（A）小数の減法の計算をすることができるは、ほぼ理解している。 

 ◇（A）商が小数になる除法計算については、ほぼ理解している。 
◇（A）数量を等分した一つ分を分数であらわすことは、ほぼ理解している。 

 ◆（B）示された式を解釈し、鉛筆一本の定価が整数になるおつりの金額を判断することは課
題が見られ、知識・技能を活用する力をさらに身に付けていく必要がある。 

 
量と測定 
◇（A）円を分割して作った長方形の縦の長さについては、ほぼ理解している。 
◇（A）補角の大きさを求めることは、ほぼ理解している。 
◆（B）図形を一部移動させても面積は変わらないことの理解は、一部課題が見られる。 

 
図形 
◇（A）立方体を展開図から構成することは、ほぼ理解している。 
◆（A）二等辺三角形の定義や性質の理解については、一部課題が見られる。 
◆（B）示された平面図形を基に台形の大きさを考え平面上にかかれた立体図形と対応づける

ことについては、一部課題が見られる。 
◆（B）示された図や考えを基に長さの大小を判断し、その理由を記述することについては、

一部課題が見られ知識・技能を活用する力をいっそう身に付けさせる必要がある。 
 
数量関係 
◆（A）割合の意味の理解については、一部課題が見られる。 
◇（B）二次元素の中の数が示す事柄を２つの項目と単位に着目して読み取り、その内容を記

述することは、ほぼ理解している。 
◆（B）基準量と比較量の関係の図の判断については、一部課題が見られる。 
◆（B）割合が一定の場面で比較量が最も大きくなるときの基準量を判断し、その理由を記述

することについては、一部課題が見られ知識・技能を活用する力をいっそう身に付け

させる必要がある。 
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（２） 今回の調査における特徴的な問題 

   ○成果のあった問題   ●課題のあった問題 

 

  ●算数Ａ設問１（６） 

   「加法と乗法の混合した整数の計算」（算数Ａ） 

  ＜設問＞ 

  ５０＋１５０×２ 

 

＜正答＞ ３５０（全国の 65.9 を 18.3、全道を 7.3 下回っている。） 

 

     加法・乗法の混合計算問題で、基礎的な計算力が分かる。ドリ 

ル学習などを継続的に進めることが大切である。 

 

 

   

○●算数Ａ設問５（２） 

 「台形の面積」（算数Ａ） 

  ＜設問＞ 

   下の台形の面積を求める式と答えを書きましょう 

                                    

 

  ＜正答＞ 

   ・（上底＋下底）×高さ÷２ 

・（３＋７）×４÷２            ２０㎠ 

     （全国の 70.1 を 10.2 下回り、全道を 3.5 上回っている。） 

 

      台形の面積を求める問題である。図形の公式を活用する基本的な 

     問題で、図形の定義や性質を整理し、公式を的確に用いる指導が大 

切である。 
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  ●算数Ｂ設問１（２） 

〈計算順序を理解し、最初の式に（ ）を書き加えて正しい式に修正できる〉（算数Ｂ） 

  ＜設問＞ 

   

 

   この問題を 出したお金  －  買ったものの代金 

 

  と考えて ５００－５０＋１５０×２  と式を立てましたが、おつりが１５０円に 

  なりません。おつり１５０円が正しく求められるように式に（  ）を書きましょう。 

 

 

＜正答＞  

５００－５０＋１５０×２  の式に 

 

５００－（５０＋１５０×２） と（  ）をつける 

 

（全国平均正答数 42.2 を 14.4、全道を 6.7 ポイント下回っている。） 

 
 
     計算順序のきまりの理解を見る問題である。四則計算の 

問題に継続的・計画的に取組む機会などを設けることが大 
切である。 
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（３） 指導改善のポイント 
 
 

数と計算 
○場面から数量の関係をとらえ、除法を用いて式で表現する活動の充実 

・商が１より小さくなる等分除「（整数）÷（整数）」の場面では、何が非除数で、何が除数か

をとらえて立式できるようにすることが大切である。示された数量を図に表す活動を取り入れ、

数量の関係をとらえられるようにすることが大切である。 

○つくった問題を評価して、条件に合うように問題を修正する活動の充実 

・問題をつくり、実際にその問題を解いてみるなどして、問題をつくる活動の充実を図ることが

大切である。現実の場面に即して数量の大きさが適切かどうかを吟味するなどして、条件に合

うように問題を修正できるようにすることが大切である。 

 

量と測定 
○他者が記述した説明を理解し、根拠を明らかにして自分の考えを説明する活動の充実 

・他者が記述した説明から、説明に用いられている考えや説明の仕方を理解できるようにするこ

とが大切である。また、自分の考えを記述して説明する際に、必要な事柄をもれなく含み、的

確な言葉を用いて説明できるようにすることが大切である。 

○求積対象の図形とそれを変形してできた図形を対応させて考える活動の充実 

・円の面積の公式を学習する際に、円を等分して並べ替えた図形を平行四辺形や長方形とみなし

たり、長方形のたてと横の長さが元の円のどの部分に当たるかなどを考えたりして、円の面積

の公式の意味を実感的に理解できるようにすることが大切である。 

 

図形 
○複数の条件を基に筋道を立てて図形の大きさを考え、算数の用語を用いて表現する活動の充実 

・示された図からわかる事柄を整理するなどの活動を取り入れ、考えの進め方に着目できるよう

にすることが大切である。また、図形を表現し伝え合う活動を取り入れ、算数の用語を的確に

用いることができるようにすることが大切である。 

○身の回りの事象を観察して図形を見出し、図形の定義や性質を根拠に説明する活動の充実 

・身の回りから平面図形や立体図形を見出し、その図形とみなすことが出来る理由を図形の定義

や性質を根拠にして説明する活動を取り入れることが大切である。 

 

数量関係 
○計算の順序についてのきまりを基に、式を計算したり式を書いたりする活動の充実 

・複数の式を１つの式（総合式）に表現しなおす場を設定したり、式の表現が誤っている例を基

に、修正の仕方を考える活動を取り入れたりして、計算の順序についてのきまりを確実に理解

できるようにすることが大切である。 

○二次元表と円グラフの関連を理解したり、割合の考えを用いて論理的に説明したりできるよう

にする指導の重視 

・目的に応じて二次元表から情報を取り出し、円グラフをかく活動を取り入れるなどして、二次

元表と円グラフを関係付けて考える場を設定することが大切である。また、割合に関する問題解

決の場面で、（基準量）×（割合）＝（比較量）などの考えを根拠にして、式や言葉で理由を説

明できるようにすることが大切である。 
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３ 中学校国語 

（１）中学校国語の概要 

 

【中学校国語Ａ】 

 

   基礎的・基本的な言語活動や言語事項に関する知識・技能が身についているかどう

かをみる問題が出題されている。 
当別町の生徒は、今回出題の学習内容に関しては、全国平均とほぼ同程度だが、やや

上回っており、全道合算平均とほぼ同程度だが、やや上回っている。 

※「ほぼ同程度」は、全国平均・全道合算平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内 
  「全道合算」とは、本道の抽出調査と希望利用調査を合わせた結果 
 
○領域の様子（各教科の領域は、抽出の全国平均・全道平均との比較） 
【話すこと・聞くこと】領域 
  全国平均・全道平均とほぼ同程度だが、やや下回っている。 

【書くこと】領域 

  全国平均・全道平均を上回っている。 

【読むこと】領域 

  全国平均・全道平均とほぼ同程度だが、やや上回っている。 

【言語事項】領域 

  全国平均・全道平均とほぼ同程度だが、やや上回っている。 

 

【中学校国語Ｂ】 

 

 基礎的・基本的な言語活動や言語活動に関する知識・技能を活用することができるかど

うかをみる問題が出題されている。 
国語Ｂ（活用）について、当別町の生徒は、今回出題された学習内容の知識・技能を活

用する力に関しては、全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道合算平均と同

程度だが、やや上回っている。 

※「ほぼ同程度」は、全国平均・全道合算平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内 
 「全道合算」とは、本道の抽出調査と希望利用調査を合わせた結果 
 
○領域の様子（各教科の領域は、抽出調査の全国平均・全道平均との比較） 
【話すこと・聞くこと】領域 
  全国平均・全道平均を下回っている。 

【書くこと】領域 

  全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道平均をやや上回っている。 

【読むこと】領域 

  全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道平均をやや上回っている。 
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◎ 成果と課題    ◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点 

              （ ）内の記号はＡ＝国語Ａ，Ｂ＝国語Ｂ 

 

話すこと・聞くこと 

◆（Ｂ）資料の提示の仕方を工夫しその方法について具体的に説明することは、活用する

力に課題が見られ、さらに身に付けさせる必要がある。 

◇（Ａ）表現の仕方に注意して説得力のある話しをすることは、ほぼ理解している。 

 

書くこと 

◇（Ａ）書いた文章を読み返し読みやすく分かりやすい文章にすることは、ほぼ理解して

いる。   

◇（Ａ）伝えるべき内容について整理して書くことは、ほぼ理解している。 

◇（Ｂ）記録文に書かれている内容をもとに自分の考えを書くことは、ほぼ理解している。 

◆（Ｂ）文章から必要な情報を集め資料に表れている工夫を自分の表現に役立てて書くこ

とは、一部課題が見える。 

 

読むこと 

◇（Ａ）現代語訳を参考にして古文の内容をとらえることは、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）述べている内容とその根拠との関係について考えることは、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）文章の特徴をとらえることは、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）表現の仕方に注意しその効果を考えることは、ほぼ理解している。 

◆（Ｂ）書かれている情報を的確に関係付けて読むことについては一部課題が見られ、活

用する力をいっそう身に付けさせる必要がある。 

◇（Ｂ）記事文における表現の仕方をとらえることは、ほぼ理解している。 

◇（Ｂ）資料の表現の仕方をとらえることは、ほぼ理解している。 

◇（Ｂ）文脈の中の語句の意味を的確にとらえることは、ほぼ理解している。 

◆（Ｂ）表現の仕方に注意して内容を理解することは、一部課題が見られる。 

 

言語事項 

◇（Ａ）語句の意味を理解し文脈の中で適切に使うことは、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）文脈に即して漢字を正しく書くことは、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）文脈に即して漢字の読みはほぼ理解している。 

◇（Ａ）単語の類別や働きを理解し同じ意味に書き換えることは、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）漢字の成り立ちについての理解は、ほぼ理解している。 

◇（Ａ）辞書を活用して、ことわざの意味を理解することは、ほぼ理解している。 
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（２）今回の調査における特徴的な問題 

○成果のあった問題   ●課題のあった問題         

 ○●国語Ａ設問１０三 

 「語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う」（国語Ａ） 

 ＜設問＞ 

  次のアからオの文で（ ）の中の１～４のうちどれが最も適切ですか 

 

 ア 物質が変化していく（１家庭 ２仮定 ３過程 ４課程）を調べる。 

   ＜正答＞ ３ (全国平均正答数 84.2 を 4.7、全道を 3.7 ポイント上回っている。) 

 

 イ 会議で決を（１執る ２撮る ３捕る ４採る） 

   ＜正答＞ ４  (全国平均正答数 43.2 を 6.8、全道を 4.2 ポイント下回っている。) 

 

 ウ わたしが健康になったのは、（１ひとえに ２ほのかに ３いちずに ４むやみに）

母のおかげです。 

＜正答＞ １  (全国平均正答数 63.5を 1.5、全道を 0.5 ポイント上回っている。) 

 

 エ 参観日には父が学校へ来ると（１申して ２おっしゃって ３話されて ４申され

て）おりました。 

＜正答＞ １  (全国平均正答数 52.8を 6.2、全道を 7.0 ポイント上回っている。) 

 

 オ 兄は困っている人を見るとほうっておけない（１品格 ２資質  ３性分 ４器量）

だ。 

＜正答＞ ３  (全国平均正答数 58.8を 2.3、全道を 4.7 ポイント下回っている。) 

 

   語句の意味を理解し文脈の中で適切に使う問題で、生徒の語彙力のおよその 

  程度が分かる。したがって、読書活動の充実が大切である。 

 

 

 ○●国語Ａ設問１（１） 

前の学年までに配当されている漢字を正しく書く（国語Ａ） 

 ＜設問＞ 

  先生にそうだんする。 

＜正答＞  相談 

 

  この問題は３年前の小学６年生の時にも出題された問題で、この３年間の成長を見 

 ることができる。中学校３年間で全国との差が縮まっている。 

 ・当別町 48.3%  全道 49.4%  全国 58.0%（平成 19 年の小６時、全国差 -9.7） 

・当別町 72.8%  全道 73.5%  全国 76.0%（平成 22 年の中３時、全国差 ‒3.2） 
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 ●国語Ｂ設問３三 

 文章の内容や表現をとらえ自分の考えを説明する（国語Ｂ） 

 ＜設問＞ 

 

＜正答例＞ 

 

 ・猫が人間の暮らしぶりをあれこれ取り上げて偉そうに批判しているという点で 

  共通した面白さがある。（４６字） 

 ・猫が人間を偉そうに批判しているという面白さがある点で共通している。 

             （３３字） 

 

（全国平均正答数 62.0 を 13.6、全道を 10.0 ポイント下回っている。） 

 

    文章内容や表現をとらえ、条件を満たした文章を書く問題である。時数 

や内容など複数の条件を設定し、その条件を満たす文章を書く機会の工夫 

   が大切である。 
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（３） 指導改善のポイント 

 

 

話すこと・聞くこと 

○話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き、適切に質問する指導の充実 

 

・話の中心や話し手の意図をとらえながら聞き、適切に質問するには、話し手を尊重し

て主体的に聞こうとする態度を高めるとともに、話し手と聞き手の両者にとって大事

なことを押さえ、話し手の意図や話の内容に合わせて質問を工夫できるようにするこ

とが重要である。 

・そのためには、話し手の意図や話の中心を的確にとらえ、自分の意見と比べるなどし

た上で、様々な観点にあわせながら、聞きたいことを明確にして質問することができ

るように指導することが大切である。 

 

 

 

書くこと 

○文と文との意味のつながりを理解し、文の論理を考えて書く指導の充実 

 

・相手に伝えたいことを的確に表すには、文と文のつながりを理解できるようにするこ

とが重要である。 

・そのためには、『書くこと』の記述や推敲の段階などにおいて、文と文との接続関係に

着目し、必要に応じて複数の文を一文に書き換えるように指導することが大切である。 

・さらに、一文が長くなり、意味が伝わりにくい重文や複文については一文一文に分け

て簡潔に書くように指導することも大切である。 

 

 

 

読むこと 

○文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読む指導の充実 

 

・文学的な文章に登場する人物を相互に関係付けて読むには、それぞれの人物の行動や

会話、情景などについての叙述に着目し、人物相互の関係をとらえることができるよ

うにすることが重要である。 

・そのためには、家族や同級生のように物語を設定する上での実体的な関係や、仲間や

好敵手のように物語が進むに連れて明らかになる構造的な関係を整理し、物語の展開

に即して人物像や人物相互の関係、役割を押さえながら読むことができるように指導

することが大切である。    
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○目的や意図に応じて、必要な情報を収集し、効果的な読み方を工夫する指導の充実 
 

 ・目的や意図に応じて、必要な情報を収集し、選択するには、複数の情報を比べて読む

など、効果的な読み方を工夫できるようにすることが重要である。 

 ・そのためには、複数の情報に含まれる共通点や相違点を整理して検討するように指導

することが大切である。 

 ・その際、複数の情報について観点を明確にして分類するとともに、情報の内容が持つ

特徴や情報の送り手が強調している事柄などをとらえることができるようにすること

が大切である。 

 ・また、示された情報の内容だけでは分からないことや分かりにくいことなどについて

も検討することが大切である。  

 

 

言語事項 

○相手や場面、状況に応じて共通語や方言を使い分ける指導の充実 

 

 ・相手や場面、状況に応じて共通語や方言を使い分けるには、それぞれの特質を理解で

きるようにすることが重要である。 

 ・そのためには、様々な文脈の中で使われている共通語と方言を取り出して、比較・対

照しながら整理するなどの具体的な活動を通して、それぞれの特質を理解できるよう

に指導することが大切である。 

 ・特に、共通語の指導については、学校行事や校内放送などの改まった場面で実際に話

すことを通じて、その特質や必要性についての理解が深まるようにすることが重要で

ある。 
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４ 中学校数学 
（１）中学校数学の概要 

 
【中学校数学Ａ】 

 

   数量や図形などについての基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる

問題が出題されている。 
   数学Ａ（知識）について、当別町の生徒は、今回出題された学習内容に関しては、全国平

均とほぼ同程度だがやや下回っており、全道合算平均とほぼ同程度だが、やや上回っている。 

 

※「ほぼ同程度」は、全国平均・全道合算平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内 
  「全道合算」とは、本道の抽出調査と希望利用調査を合わせた結果 
 

○領域の様子（各教科の領域は、抽出調査の全国平均・全道平均との比較） 
 
【数と式】領域 

  全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道平均をやや上回っている。 

【図形】領域 

  全国平均を下回っており、全道平均とはほぼ同程度だが、やや下回っている。 

【数量関係】領域 

  全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道平均と同じである。 

 

 

【中学校数学Ｂ】 

 

 
  数量や図形などについての基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかを

みる問題が出題されている。 
数学Ｂ（活用）について、当別町の生徒は、今回出題された学習内容の知識・技能を活用す

る力に関しては、全国平均を下回っており、全道合算平均とほぼ同程度だがやや上回っている 

 
 
※「ほぼ同程度」は、全国平均・全道合算平均正答率と比較して±３ポイントの範囲内 
 「全道合算」とは、本道の抽出調査と希望利用調査を合わせた結果 
 
○領域の様子（各教科の領域は、抽出調査の全国平均・全道平均との比較） 
 

【数と式】領域 

  全国平均・全道平均とほぼ同程度だが、やや下回っている。 

【図形】領域 

  全国平均・全道平均を下回っている。 

【数量関係】領域 

  全国平均とほぼ同程度だが、やや下回っており、全道平均をやや上回っている。 
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 ◎ 成果と課題      ◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点  
（ ）内の記号は A＝数学 A、B=数学 B 

 数と式 
◇(A)分数の加法計算については、ほぼ理解している。 
◇(A)正の数と負の数の大小関係は、ほぼ理解している。 
◇(A)文字式の表し方は、ほぼ理解している。 
◇(A)文字式に数を代入して値を求めることは、ほぼ理解している。 
◇(A)数量関係や法則を文字式で表現することは、ほぼ理解している。 
◇(A)分数を含む一元一次方程式を解くことは、ほぼ理解している。 
◇(A)簡単な連立二元一次方程式を解くことは、ほぼ理解している。 
◇(A)連立方程式を作って問題を解決することは、ほぼ理解している。 
◆(A)等式を目的に応じて変化することは、一部課題が見られる。 
◇(B)予想された事柄を振り返って考えることは、ほぼ理解している。 
◇(B発展的に考え、見出した事柄を説明することは、ほぼ理解している。 
 

図形 
◇(A)垂直の作図手順は、ほぼ理解している。 
◇(A)直線と平面との垂直関係は、ほぼ理解している。 
◇(A)三角形を平行移動させると三角柱が構成されることは、ほぼ理解している。 
◇(A)多角形の内角の和の性質は、ほぼ理解している。 
◇(A)命題の仮定と結論を区別し与えられた命題の仮定を指摘するは、ほぼ理解できる。 
◇(A)証明を読み、用いられている直角三角形の合同条件は、ほぼ理解している。 
◇(A)言葉で示された図形の性質や条件を記号で表すことは、ほぼ理解している。 
◆(A)線対称の図形の対称軸については、一部課題が見られる。 
◆(A)空間図形における長さの関係の読み取りには、一部課題が見られる。 
◆(A)円柱の体積を求めることには、一部課題が見られる。 
◆(A)三角形の外角と、それに隣り合わない２つの内角の和の関係には、一部課題が見られる。 
◆(A)証明の意義についての理解には、一部課題が見られる。 
◆(B)与えられた証明を読みその仕組みを考えるには、一部課題が見られる。 
◇(B)事象を図形に着目して観察し特徴を的確にとらえることは、ほぼ理解している。 
◇(B)事象を数学的に解釈し特徴を数学的に説明することは、ほぼ理解している 
 

数量関係 
◇(A) 比例関係をとらえＸに対するＹの値を求めることは、ほぼ理解している。 
◇(A) 比例のグラフからＸに対するＹの値を求めることは、ほぼ理解している。 
◇(A) 反比例の式とグラフの関係は、ほぼ理解している。 
◇(A) 一次関数のグラフからＹ＝ａＸ＋ｂの式は、ほぼ理解している。 
◇(A) 一次関数の関係を式で表すことは、ほぼ理解している。 
◇(A) 連立二元一次方程式の解が２直線の交点の座標であるは、ほぼ理解している。 
◇(A) 樹形図や表を利用して場合の数を求めることは、ほぼ理解している。 
◇(A) 確立の意味の理解は、ほぼ理解している。 
◆(A) 反比例の比例定数の意味については、一部課題が見られる。 
◆(A) Ｙ＝ａＸ＋ｂについて変化の割合の理解には一部課題が見られる。 
◇(B) 問題解決の構想を立て数学的な表現で説明することは、ほぼ理解している。 
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◇(B) 事象を数学的に説明することは、ほぼ理解している。 
◇(B) 数学的な結果を事象に即して解釈することは、ほぼ理解している。 
◆(B) 表やグラフから必要な情報を読み取り、数学的に解釈するは、ほぼ理解してる。 
◆(B) グラフに表れた数量の特徴を数学的に表現できるは、ほぼ理解している。 

 
 
 

（２）今回の調査における特徴的な問題 

 

  ○成果のあった問題   ●課題のあった問題 

 ○数学Ａ設問１４（１） 

「樹形図や表などを利用して場合の数を求める」（数学Ａ） 

  ＜設問＞  

  Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４チームがバレーボールの試合をします。どのチームも他のすべてのチー

ムと１回ずつ試合をします。このときの全部の試合数を求めなさい。 

 

  ＜正答＞    Ａ    Ｂ     Ｂ   Ｃ    Ｃ   Ｄ 

 ６           Ｃ         Ｄ 

                Ｄ 

 

（全国平均正答数 66.4 を 1.8、全道を 8.7 ポイント上回っている。） 

 

     場合の数を求める問題である。図や表を用いて順序よく整理するなどの活動 

    を位置づけることが大切である。 

 

 

 ●数学Ａ設問５（４） 

「円柱の体積の求め方」（数学Ａ） 

＜設問＞ 

 

  底面の円の半径が 10cm で、高さが 15cm の円柱があります。この円柱の体積を求める式と答

えを書きなさい。ただし円周率をπとします。 

 

＜正答＞ １０×１０×π×１５ 

       １５００πｃ㎡ 

 

（全国平均正答数 39.9 を 8.6、全道を 1.5 ポイント下回っている。） 

 

     円柱の体積を求める問題で、学習した公式を活用する数学的活動を意図的・ 

    継続的に位置づけることが大切である。 
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 ●数学Ｂ設問１（２） 

必要な情報を選択し数量関係を数学的に表現処理できる（数学Ｂ） 

＜設問＞                            

 
 

 

  真由さんのお姉さんは「目標まであと９エクササイズなんだけど、バドミン 

 トンと軽いジョギングで合計２時間分の運動をして、ちょうど９エクササイズ 

 になるようにしたいな。」と言っています。 

  バドミントンの時間をｘ時間、軽いジョギングの時間をｙ時間として連立方 

程式をつくり、それぞれの運動の実施時間を求めなさい。 

 

＜正答＞  ４ｘ＋６ｙ＝９ 

       ｘ＋ ｙ＝２      答え バドミントン  ３／２ 

                      軽いジョギング １／２ 

（全国平均正答数 38.6 を 3.1、全道を 0.5 ポイント下回っている） 

 

   複数の選択肢から条件にあうものを選び、必要な情報を適切に選択して数学 
  を活用して解く問題である。実生活の場面での問題解決を工夫する機会を設定 
することが大切である。 
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（３）指導改善のポイント 
 

 
数と式 
○ 方程式の解の意味を理解する活動の重視 
 ・方程式は変数（未知数）を含んだ相関関係についての条件を表した等式であり、その

条件が満たす値が方程式の解であることの理解を深める活動を一層重視する。 
○ 事柄が成り立つことや成り立たないことを数学的に説明する活動の充実 
 ・事柄が成り立つ理由を説明するために、結論を導くために必要な根拠が何かを明らか

にして口述したり記述したりする活動や、事柄が成り立たないことを示すために、反

例をあげる活動を充実させることが重要である。 
 
図形 
○ 空間図形の性質を見取り図、展開図、投影図などの表現を用いて考察する活動の重視 
 ・空間図形の性質を考察する際に、見取り図、展開図、投影図などの多様な表現を用い

る活動を一層重視するとともに、平面図における図表示の特徴の理解を深めることが

大切である。 
○ 事象を図形に着目して観察し、その特徴を数学的な表現を用いて説明する活動の充実 
 ・日常的な事象を形や大きさ、位置関係に着目して観察することで、図形やその要素の

関係を見出し、その事象の特徴を図形の性質として把握するとともに、把握した事柄

を主部（前提や根拠）と述部（結論）を明確にして、口述したり記述したりする活動

を充実させることが大切である。 
 
数量関係 
○ 具体的な事象における，２つの数量の関係をとらえる方法を理解し、変化や対応を調

べる活動の重視 
 ・数量の関係を把握するために、自ら具体的な数値を用いて調べたり表や式に表したり

して、変化や対応の様子を調べ、数量の関係がどのような関数であるかを判断し、説

明する活動を一層重視することが大切である。 
○ 事象から数量の関係を見出し、見通しを持って問題解決に取り組む活動の充実 
 ・日常的な事象における数量の関係が積であらわされた式について、３つの数量のうち

の１つを一定と見ることで残りのね２つの数量の関係が比例や反比例になることをと

らえることを通じて、積で表の数学的な意味の理解を深める活動を充実させることが

大切である。 
 ・数量の関係をとらえ、与えられた条件を目的に応じて整理したり解釈したりして、問

題解決のために結果を予想したり構想を立てたりする活動を充実させることが大切で

ある。 
○ 日常的な事象の考察のためにグラフを活用し、その良さを実感する活動の充実 
 ・複数の事象を比較する際に、事象とグラフを対応させ、グラフに表現することで判断

に必要な情報が得やすくなるなど、問題を解決する上でグラフの良さを実感する活動

を充実させることが大切である。 
 

  
 



Ⅲ　生活習慣や学習環境等に関する調査結果

１，小学校における児童質問紙調査の結果

（１）基本的生活習慣について

質問：学校に持っていくものを前日かその日の朝に確かめている

質問：毎日同じくらいの時刻に寝ている

☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

＜考　察＞

　○「学校に持っていくものを前日かその日の朝に確かめている」児童の割合は６６．１
　　％で、全国よりも１．１ポイント高く、全道よりも３．４ポイント低い。
　○「毎日同じくらいの時刻に起きる」割合は、６０．２％で、全国よりも０．２ポイン
　　ト低く、全道よりも２．８ポイント高い。
　○「同じくらいの時刻に寝る」割合は、４８．９％で、全国よりも１１．７ポイント高
　　く、全道よりも１２．６ポイント高い。

　基本的な生活習慣に関しては、自分で学習用具を確認したり、同じくらいの時刻に起き
るなど生活習慣が定着している児童の方が、正答率は高い傾向にある。
　したがって「朝食を毎日食べている」割合は今年度の当別町児童は全国・全道とほぼ同
程度であるが、学力をより高めていく上からも「早寝早起き朝ごはん運動」を徹底してい
く必要がある。

○　学習道具を確認する児童の方が、正答率が高い傾向が見られる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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（２）家庭学習について

質問：家で宿題をしていますか

質問：家で１時間以上勉強をしている

質問：家で、テストの間違いを勉強し直す

☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

　○「家庭で宿題をしている」当別町児童の割合は、７３．３％で、全国より１１．７ポ
　　イント低く、全道より０．３ポイント高い。
　○「学校の授業以外で普段一日に１時間以上勉強している」当別町児童の割合は５１．
　　１％で、全国より７．１ポイント低く、全道より９．５ポイント高い。
　○「家でテストで間違えた問題を後で勉強している」当別町児童の割合は２８．５％
　　で、全国より７．２ポイント、全道より４．２ポイント高い。

　○家で宿題や家庭学習をしている児童や、テストの間違いを後で勉強し直す児童の方
　　が、正答率が高い傾向が見られる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない

4.３０分以上，１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全くしない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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＜考　察＞

（３）学校生活について

質問：好きな授業がある

☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

＜考　察＞

（４）自尊意識・規範意識について

　○「自分には良いところがある」と思う当別町児童の割合は、２７．４％で、全国より
　　４ポイント低く、全道より０．６ポイント高い。
　○「いじめはどんな理由でも許されない」と思う当別町児童の割合は、８６％で、全国
　　より１０．３ポイント、全道より９．８ポイント高い。
　○「人の役に立つ人間になりたいと」思う当別町児童の割合は７３．１％で、全国より
　　４．４ポイント、全道より６．５ポイント高い。

　家庭学習習慣の定着は学力向上の大きな要因の一つである。そのためには宿題をしっか
り行うことや、テストの間違いを勉強し直す習慣を身に付けさせることが重要である。
　規則正しい就寝・起床時刻の定着やテレビを見る・ゲームをする時間の約束など、基本
的な生活習慣の定着とあわせて、家庭と連携した取組が大切である。

　○「学校で友達と会うのが楽しい」当別町児童の割合は８６．６％で、全国より３．１
　　ポイント、全道より５ポイント高い。
　○「好きな授業がある」当別町児童の割合は８２．３％で、全国・全道とほぼ同程度だ
　　が、やや上回っている。

　○学校で友達と会うのが楽しみや好きな授業があるなど、学校生活が楽しい児童の方
　　が、正答率が高い傾向が見られる。

　「好きこそものの上手なれ」の言葉のように、「楽しい学校・分かる授業」など内発的
　学習意欲を高めて、学習に積極的に向かう姿勢づくりが極めて大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.そう思う 2.どちらかといえば，そう思う

3.どちらかといえば，そう思わない 4.そう思わない

25



質問：自分には良いところがあると思いますか

質問：人の役に立つ人間になりたいと思いますか

質問：いじめは、どんな理由があってもいけないと思いますか

☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

　○「自分には良いところがある」と思っている児童の方が、正答率が高い傾向
　　　にある。
　○「人の役に立ちたいと」思っている児童の方が、正答率が高い傾向にある。

　○「将来の夢や目標を持っている」児童の方が、正答率が高い傾向にある。

　○「いじめはいけないこと」と思う児童の方が、正答率が高い傾向にある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない
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＜考　察＞

（５）家族とのコミュニケーションについて

質問：家の人と夕食を一緒に食べている

＜考　察＞

（６）社会に対する興味関心・意欲について

　当別町６年児童は「自分には良いところがある」「将来の夢や目標を持っている」「人
の役に立ちたいと思っている」と考えている割合が、全国・全道よりも高く、「自尊意
識・人権尊重」の教育が着実に定着しているといえる。
　したがって、さらにキャリア教育・道徳教育・生徒指導などの充実を図っていくことが
大切である。

　○「家の人と普段（月～金曜日）夕食を一緒に食べている」当別町児童の割合は７７．
　　４％で、全国より６ポイント、全道より４．７ポイント高い。
　○「家の手伝いをする」当別町児童の割合は４１．９％で、全国より１０ポイント、全
　　道より１１．２ポイント高い。

　家の人と夕食を一緒に食べている当別町児童の割合が、今年度は全国・全道と比較して
かなり高い傾向にある。安定した家庭生活・家族との円滑なコミュニケーションは、児童
にとって欠かせることができない「健全なる子育て」の原点である。

　○「新聞・テレビなどのニュース」に関心がある当別町児童の割合は２９％で、全国よ
　　り２．２ポイント、全道より３．１ポイント高い。
　○「今住んでいる地域の行事」に参加している当別町児童の割合は３８．２％で、全国
　　より６．３ポイント、全道より１１．８ポイント高い。
　○「総合的な学習」が好きな当別町児童の割合は４７．３％で、全国より９．５ポイン
　　ト、全道より５．７ポイント高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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質問：新聞やテレビのニュースに関心があります

質問：今住んでいる地域の行事に参加している

☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

＜考　察＞

（６）テレビ・ゲーム・インターネット・携帯電話について

　○新聞やテレビのニュースに関心のある児童の方が正答率が高い傾向にある。
　○「総合的な学習の時間」の授業で、新しいことが発見できると思っている児童の方が
　　正答率が高い傾向にある。
　○今住んでいる地域への関心が高い児童の方が正答率が高い傾向にある。

　今住んでいる地域に対する「郷土愛」が当別町６年児童は、大変高い傾向にある。また
「総合的な学習」すなわち「活用型・探求型学習」を好む子が多く、社会に対する興味関
心を高めることと合わせて、「自ら課題を見つけ、自ら解決していく」力を身に付けさせ
ることが大切である。

　○「一日あたり２時間以上、テレビ・ビデオ・ＤＶＤを見たり聞いたりする」当別町児
　　童の割合は７５．８％で、全国より８．２ポイント、全道より４．５ポイント高い。
　○「一日あたり１時間以上、テレビゲームをする」当別町児童の割合は５４．９％で、
　　全国より７ポイント高く、全道より３．２ポイント低い。
　○「携帯電話の使い方について」、家の人と約束したことを守っている当別町児童の割
　　合は１５．１％で、全国より３．１ポイント、全道より１．４ポイント低い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない
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質問：一日に、テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり聞いたりする時間

質問：携帯電話の使い方について家の人と約束したことを守っている

＜考　察＞

　「ゲームをする時間」や「携帯電話の使い方の約束を守っている」割合については、当
別町６年児童は全国・全道よりも課題は多いが、全国・全道レベルに近づいている傾向に
ある。この「テレビやゲーム・携帯電話にかかわる時間」などと「家庭学習時間」とは表
裏一体の関係にあって、「基本的な生活習慣の確立」が「自ら学ぶ子」につながり、「健
全なる生活」の確立が「賢い子ども・強靭なる子ども」につながることを家庭に啓発・発
信していく取組が大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.４時間以上 2.３時間以上，４時間より少ない 3.２時間以上，３時間より少ない

4.１時間以上，２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全く見たり，聞いたりしない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.きちんと守っている 2.だいたい守っている

3.あまり守っていない 4.守っていない，または，約束はない

5.携帯電話を持っていない
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２，中学校における生徒質問紙調査の結果

（１）基本的生活習慣について

質問：学校に持っていくものを、前日かその日の朝に確かめている

質問：毎日、同じくらいの時刻に寝ている

☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

＜考　察＞

　○「学校に持っていくものを前日か、その日の朝に確かめている」当別町生徒の割合は
　　７３．７％で、全国より７．６ポイント高く、全道より４．２ポイント低い。
　○「毎日同じくらいの時刻に寝ている」当別町生徒の割合は２３．５％で、全国より
　　５．６ポイント低く、全道より５．９ポイント低い。
　○「毎日同じくらいの時刻に起きている」当別町生徒の割合は５３．５％で、全国より
　　２．６ポイント、全道より３．８ポイント低い。

　○　事前に持ち物を確認する生徒の方が、正答率が高い傾向にある。
　○　規則正しく決まった時刻に寝起きしている生徒の方が、正答率が高い傾向にある。

　今年度当別町生徒の基本的な生活習慣には、全国・全道と比べて課題が見える。そのた
め、規則しい生活の確立のために、学校と家庭の両者の取組が大切である。
　基本的な生活習慣を身に付けさせ、学力向上を図っていくには「早寝・早起き・朝ごは
ん」運動を家庭と連携して進めていくことが重要である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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（２）家庭学習について

質問：普段、家で１時間以上勉強している

質問：家で、学校の宿題をしている

質問：家で、テストで間違えた問題を勉強している

　○「普段、家で１時間以上勉強している」当別町生徒の割合は６１．３％で、全国より
　　４．９ポイント低く、全道より３．８ポイント高い。
　○「家で学校の宿題をしている」当別町生徒の割合は５８．１％で、全国より２．３ポ
　　イント低く、全道より４．３ポイント高い。
　○「テストで間違えた問題を後で勉強している」当別町生徒の割合は１８．９％で、全
　　国より６．１ポイント、全道より２．８ポイント高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない

3.１時間以上，２時間より少ない 4.３０分以上，１時間より少ない

5.３０分より少ない 6.全くしない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

＜考　察＞

（３）学校生活について

質問：学校で好きな授業がある

＜考　察＞

　○「学校で友達に会うのは楽しいと思う」当別町生徒の割合は７５．６％で、全国より
　　１．１ポイント低く、全道より１．１ポイント高い。
　○「学校で好きな授業がある」当別町生徒の割合は６２．２％で、全国より７．５ポイ
　　ント、全道より５．２ポイント高い。

　今年度当別町生徒の「学校で友達に会うのは楽しい」の割合は、ほぼ全国・全道と同程
度であるが、「好きな授業がある」割合は、全国・全道よりも高い傾向がある。楽しい学
校・分かる授業は、子どもの学習意欲を高めることとは切り離せない要因であるので、生
徒を引きつける授業の工夫が大切である。

　○自ら学習計画を立てる生徒の方が、正答率が高い傾向にある。
　○家で学校の宿題をしている生徒の方が、正答率が高い傾向にある。
　○学校の授業の予習・復習をしている生徒の方が、正答率が高い傾向にある。

　今年度の当別町生徒は、「テストで間違えた問題を勉強し直す」割合は、全国・全道よ
り高い。「学ぶ習慣を身に付ける」ことは、学力向上には欠かすことができない要素であ
るので、更なる取組が大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.そう思う 2.どちらかといえば，そう思う 3.どちらかといえば，そう思わない 4.そう思わない
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（４）自尊意識・規範意識について

質問：自分には良いところがある

質問：人の役に立つ人間になりたい

質問：いじめは、どんな理由があってもいけない

　○「自分には良いところがある」当別町生徒の割合は１８％で、全国より２．６ポイン
　　ト、全道より２．２ポイント低い。
　○「将来の夢や目標を持っている」当別町生徒の割合は４８．８％で、全国より４．５
　　ポイント全道より５．１ポイント高い。
　○「学校の規則を守っている」当別町生徒の割合は４９．３％で、全国より４．２ポイ
　　ント、全道より５．９ポイント高い。
　○「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」当別町生徒の割合は
　　５９．４％で、全国より３．９ポイント、全道より２ポイント低い。
　○「人の役に立つ人間になりたいと思う」当別町生徒の割合は６６．４％で、全国より
　　１．７ポイント、全道より２．４ポイント高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.全く当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.全く当てはまらない
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☆全国集計において質問紙調査の結果と各教科の正答率との間に相関関係が見られた項目

＜考　察＞

（５）家族とのコミュニケーションについて

質問：普段、朝食を一緒に食べている

＜考　察＞

　○学校の規則を守っている生徒の方が、正答率が高い傾向にある。
　○いじめはいけないことだと思う生徒の方が、正答率が高い傾向にある。
　○将来の夢や目標を持っている生徒の方が、正答率が高い傾向にある。
　○人の役に立ちたいと思っている生徒の方が、正答率が高い傾向にある。

　今年度の当別町生徒は、「家族と食事を一緒に取る」割合も「家の手伝いをする」割合
も、全国・全道より高くなっている。精神的に不安定な思春期段階において、家族との関
係や安定した家庭生活は、何よりも重大な要素である。したがって今後とも、円滑な家族
間のコミュニケーションが図られることが大切である。

　今年度当別町の生徒は、「将来の夢や目標を持っている」「学校の規則を守っている」
「人の役に立つ人間になりたいと思う」の割合は全国・全道を上回っているが、「自分に
は良いところがある」「いじめは、どんな理由があってもいけない」には課題が残る。
　したがって、キャリア教育や人権尊重の教育などを充実させ、生徒に目的意識・自尊意
識をしっかり身に付けさせることが大切である。

　○「普段、朝食を一緒に食べている」当別町生徒の割合は８６．６％で、全国より３．
　　１ポイント、全道より４．７ポイント高い。
　○「普段、夕食を一緒に食べている」当別町生徒の割合は６１．３％で、全国より３．
　　９ポイント、全道より１．１ポイント高い。
　○「家の手伝いをする」当別町生徒の割合は２７．２％で、全国より６．６ポイント、
　　全道より６．１ポイント高い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 4.全くしていない
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（６）社会に対する興味・関心について

質問：総合的な学習の勉強は好き

＜考　察＞

（７）テレビ・ゲーム・インターネット、携帯電話について

質問：普段一日当たりどれくらいテレビヤビデオ・ＤＶＤを見たり聞いたりしますか

　「新聞やテレビニュースへの関心」や「地域への関心」は今年度の当別町生徒は全国・
全道よりも高い傾向にあり、総合的な学習（活用型・探求型学習）が好きな割合も高い。
　したがって今後さらに社会への興味・関心を高めることが大切である。

　○「普段一日当たり２時間以上テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり聞いたりする」当別町
　　生徒の割合は６６．０％で、全国より２．４ポイント高く全道より２ポイント低い。
　○「普段一日当たり１時間以上テレビゲームをする」当別町生徒の割合は５１．６％
　　で、全国より１０．４ポイント、全道より１ポイント高い。
　○「携帯電話の使い方について家の人と約束したことを守っている」当別町生徒の割合
　　は２０．７％で、全国より６．６ポイント、全道より１．９ポイント高い。

　○「新聞やテレビのニュースなどに関心がある」当別町生徒の割合は２５．８％で、全
　　国より２．３ポイント、全道より２．８ポイント高い。
　○「今住んでいる地域の行事に参加している」当別町生徒の割合は１２．０％で、全国
　　より０．６ポイント、全道より３．３ポイント高い。
　○「総合的な学習が好きな」当別町生徒の割合は２６．３％で、全国より３．０ポイン
　　ト高く、全道より０．８ポイント低い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.４時間以上 2.３時間以上，４時間より少ない 3.２時間以上，３時間より少ない

4.１時間以上，２時間より少ない 5.１時間より少ない 6.全く見たり，聞いたりしない
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質問：携帯電話の使い方について家の人と約束したことを守っている

＜考　察＞

　当別町生徒の「テレビゲームに関する状況」は、昨年に引き続き課題である。「テレ
ビ・ビデオの視聴時間」は全国より若干長いが、昨年度よりは改善傾向にある。「携帯電
話の使用」については、全国・全道より改善傾向にあり、各学校の取組が浸透してきてい
る状況にある。
　これら項目の改善は、学力向上・学びの習慣づくりと密接に関係しているので、これか
らも家庭・関係機関と継続した連携を図っていく必要がある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.きちんと守っている 2.だいたい守っている

3.あまり守っていない 4.守っていない，または，約束はない

5.携帯電話を持っていない
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小学校

質問番号

11

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 27.1 67.4 5.4 0.0 0.0

全国(公立） 22.3 69.9 8.9 0.5 0.1

中学校

質問番号

11

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

北海道(公立） 21.6 64.2 13.3 0.4 0.4

全国(公立） 18.2 66.2 15.0 0.4 0.2

【考察】

生徒は、熱意を持って勉強していると思いますか

３．学校質問紙に関する調査結果

（１）学習態度

　児童生徒が熱意を持って勉強していると思っている学校の割合は、小学校調査にお
いては100.0％で、全国と比較して7.8ポイント、全道と比較して5.5ポイント高い。
　中学校調査においては66.6％で、全国と比較して17.8ポイント、全道と比較して
19.2ポイント低い。
　また、前年度と比較して、小学校は「その通りだと思う」が増え・中学校は「どち
らかといえばそう思わない」が増えた。

質問事項

児童は、熱意を持って勉強していると思いますか

質問事項

 小学校では、熱意を持って勉強していると思っている学校の割合は、全国・全道より
も高く、中学校では「どちらかといえばそう思わない」が増えた。今後も児童生徒が熱
意をもって勉強に取り組むように、分かる授業の構築を一層図っていくことが望まれ
る。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.そのとおりだと思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない

4.そう思わない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.そのとおりだと思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない

4.そう思わない その他・無回答
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小学校

質問番号

12

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 27.1 67.4 5.4 0.0 0.0

全国(公立） 22.3 69.9 7.7 0.1 0.1

中学校

質問番号

12

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 50.0 44.0 5.2 0.4 0.4

全国(公立） 42.7 47.5 9.0 0.6 0.1

【考察】

　授業中に私語が少なく落ち着いて勉強していると思っている当別町の学校の割合は、
全国・全道と比較して小・中学校とも増しており、「規律ある学習」は学力向上の基本
になるもので今後とも規律ある授業実現に取り組むことが大切である。

　授業中に私語が少なく、落ち着いていると思っている学校の割合は、小学校調査にお
いては100.0％で、全国と比較して7.2ポイント、全道と比較して5.4ポイント高い。
　中学校調査においても100.％で、全国と比較して9.6ポイント、全道と比較して5.6ポ
イント高い。
　また、前年度と比較して、当別町の小・中学校は落ち着きが増し私語が少なくなって
いる。

質問事項

児童は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思いますか

質問事項

生徒は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.そのとおりだと思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない

4.そう思わない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.そのとおりだと思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない

4.そう思わない その他・無回答
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小学校

質問番号

13

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 34.2 60.4 5.4 0.0 0.0

全国(公立） 23.5 64.0 12.1 0.4 0.1

中学校

質問番号

13

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 46.1 47.0 5.2 1.3 0.4

全国(公立） 32.3 54.7 12.2 0.7 0.1

【考察】

　児童生徒が礼儀正しいと思っている学校の割合は、小学校は昨年同様で、中学校は
「その通り」と「どちらかといえば」が逆転している。
　より良い人間関係づくりをつくる上で、「あいさつ」「言葉遣い」などは、大切なこ
とであり、今後もあらゆる教育活動の場面で家庭と協力して意図的に指導することが大
切である。

児童は、礼儀正しいと思いますか

質問事項

生徒は、礼儀正しいと思いますか

　児童生徒が礼儀正しいと思っている学校の割合は、小学校調査においては100.0％
で、全国と比較して12.6ポイント、全道と比較して5.4ポイント高い。
　中学校調査においても100.0％で、全国と比較して13.0ポイント、全道と比較して6.9
ポイント高い。
　また、前年度と比較して、当別町の中学校は「その通りだと思う」と「どちらかとい
えば・・・」が逆転している。

質問事項

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.そのとおりだと思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない

4.そう思わない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.そのとおりだと思う 2.どちらかといえば、そう思う 3.どちらかといえば、そう思わない

4.そう思わない その他・無回答
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小学校

質問番号

22

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 100.0 0.0 0.0

北海道(公立） 95.0 5.0 0.0

全国(公立） 98.2 1.8 0.0

中学校

質問番号

22

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 100.0 0.0 0.0

北海道(公立） 82.8 17.2 0.0

全国(公立） 92.0 8.0 0.0

【考察】

　小学校では、昨年に引き続き今年度も「一斉読書の時間」を設置して、読書週間の定
着を進めている。中学校でも今年度は全部の学校が取り組むようになった。今後も社会
教育・家庭教育との連携を継続して読書活動の充実を図ることが大切である。

「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けていますか

質問事項

「朝の読書」などの一斉読書の時間を設けていますか

（２）学力向上に向けた取組

　｢朝の読書｣などの一斉読書の時間を設けている学校の割合は、小学校調査においては
100.0％で、全国と比較して1.8ポイント、全道と比較して5.0ポイント高い。
　中学校調査においても今年度は100.0％で、全国と比較して8.0ポイント、全道と比較
して17.2ポイント高い。
　前年度との比較では、小学校で増減無し、中学校で33.3ポイント上がっている。

質問事項

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.はい 2.いいえ その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.はい 2.いいえ その他・無回答
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小学校

質問番号

24

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0

北海道(公立） 62.3 37.7 0.0

全国(公立） 62.0 38.0 0.0

中学校

質問番号

24

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 100.0 0.0 0.0

北海道(公立） 80.5 19.5 0.0

全国(公立） 85.5 14.5 0.0

【考察】

質問事項

放課後を利用した補充的な学習サポートを実施していますか

（３）学習支援

　放課後を利用した補充的な学習サポートを実施している学校の割合は、小学校調査に
おいては66.7％で、全国と比較して4.7ポイント、全道と比較して4.4ポイント高い。
　中学校調査においては100％で、全国と比較して14.5ポイント、全道と比較して19.5
ポイント高い。
　

質問事項

放課後を利用した補充的な学習サポートを実施していますか

　当別町は小学校で33.7ポイント昨年度より減らしているが、中学校においては、総て
の学校で放課後を利用した補充的な学習に取り組んでいる。いろいろな場面を活用して
子どもに学びの習慣をつけさせることが重要であり、基礎基本を定着させ、今後とも一
層、学力向上を図っていくことが大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.はい 2.いいえ その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.はい 2.いいえ その他・無回答
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小学校

質問番号

26

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0

北海道(公立） 15.8 88.7 0.4

全国(公立） 56.9 41.3 0.1

中学校

質問番号

26

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 100.0 0.0 0.0

北海道(公立） 53.9 37.5 0.0

全国(公立） 80.2 19.6 0.1

【考察】

長期休業期間を利用した補充的な学習サポートを実施していますか

質問事項

長期休業期間を利用した補充的な学習サポートを実施していますか

　長期休業期間を利用した補充的なサポートを実施している学校の割合は、小学校調査
においては66.7％で、全国と比較して9.8ポイント、全道と比較して50.9ポイント高
い。
　中学校調査においても当別町は100.0％実施で、全国と比較して19.8ポイント、全道
と比較して46.1ポイント高い。

質問事項

　長期休業を利用した補充的な学習に取り組んでいる学校は、当別町は小・中学校とも
昨年同様の割合である。「学ぶ習慣づくり」は学力向上には欠くことが出来ない要素で
あり、今後もさらに工夫することが大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.はい 2.いいえ その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.はい 2.いいえ その他・無回答
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小学校

質問番号

56

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 13.7 57.8 25.1 3.4 0.0

全国(公立） 12.8 56.8 27.4 3.0 0.0

]

中学校

質問番号

56

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 13.4 59.1 24.5 3.0 0.0

全国(公立） 15.7 58.9 22.6 2.8 0.0

【考察】

国語の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

（４）国語科、算数・数学科の指導法

　国語の指導として、補充的な学習の指導を行った学校の割合は、小学校調査において
は100.0％で、全国と比較して30.4ポイント、全道と比較して28.5ポイント高い。
　中学校調査においても100.0％で、全国と比較して25.4ポイント、全道と比較して
27.5ポイント高い。
　また、前年度と比較して、小学校・中学校とも実施率が高くなっている。

質問事項

国語の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

質問事項

　小学校・中学校とも当別町は、国語の補充的な指導は全国・全道と比較して高い傾向
にあり、今後とも継続した取り組みが大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答
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小学校

質問番号

57

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0

北海道(公立） 5.0 36.0 52.7 5.0 0.0

全国(公立） 4.0 35.2 56.1 4.8 0.0

中学校

質問番号

57

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 6.9 44.0 45.2 3.9 0.0

全国(公立） 6.6 45.8 44.2 3.4 0.1

【考察】

　国語の指導として、発展的な学習の指導を行った学校の割合は、小学校調査において
は66.7％で、全国と比較して27.6ポイント全道と比較して24.5ポイント高い。
　中学校調査においては100.0％で、全国と比較して47.7ポイント、全道より49.1ポイ
ント高い。
　

質問事項

国語の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか

質問事項

国語の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか

　国語の発展的な指導を行っている当別町の小中学校の割合は、全国・全道よりも高い
傾向にある。今後とも言語活動の指導に力を入れて、発展的な指導に積極的に取り組む
ことが大切である。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答
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小学校

質問番号

73

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 56.0 41.0 2.9 0.0 0.0

全国(公立） 77.1 22.1 0.7 0.0 0.0

中学校

質問番号

72

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0

北海道(公立） 21.6 57.7 20.7 0.0 0.0

全国(公立） 42.7 46.1 10.8 0.4 0.1

【考察】

　国語の指導として、家庭学習の課題(宿題)をよく与えた学校の割合は、小学校調査に
おいては100.0％で、全国と比較して0.7ポイント高く、全道と比較して2.9ポイント高
い。
　中学校調査においては66.7.％で、全国と比較して22.1ポイント、全道と比較して
12.6ポイント低い。
　また、前年度と比較して、中学校は同数だが、小学校で33.3ポイント高くなった。

質問事項

国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

質問事項

国語の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

　子どもに学ぶ習慣を身に付けさせることは現在の最大教育課題であり、最も効果的で
ある。したがって学校が子どもに宿題を出して家庭学習に取り組ませることに意識して
取り組むことが必要である。
 次時の授業につながる宿題や子どもの学習意欲を高める取り組みなど今後とも一層の
工夫が大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答
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小学校

質問番号

62

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 26.3 60.2 11.3 2.1 0.0

全国(公立） 28.9 58.9 10.5 1.7 0.0

中学校

質問番号

62

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 22.0 66.8 10.4 0.9 0.0

全国(公立） 25.4 61.2 12.1 1.2 0.1

【考察】

　算数・数学の指導として、補充的な学習の指導を行った学校の割合は、小学校調査に
おいては100.0％で、全国と比較して12.2ポイント、全道と比較して13.4ポイント高
い。
　中学校調査においても100.0％で、全国と比較して13.3ポイント、全道と比較して
11.3ポイント高い。
　また、前年度と比較して、小学校も中学校も同数だが、中学校で「よく行った」の割
合が高くなっている。

質問事項

算数の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

質問事項

数学の指導として、補充的な学習の指導を行いましたか

　小学校においても中学校においても、算数・数学の補充的な指導を行っている割合は
１００％で、全国・全道よりも高い。今後も系統的に基礎学力を高めるために継続し
て、中身を工夫した補充的な指導が大切である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答
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小学校

質問番号

63

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0

北海道(公立） 10.0 44.4 41.4 4.2 0.0

全国(公立） 7.7 46.2 43.6 2.4 0.0

中学校

質問番号

63

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

北海道(公立） 11.7 46.6 39.2 2.6 0.0

全国(公立） 10.2 46.5 40.3 2.8 0.1

【考察】

　昨年度から比べ、当別町の小中学校において発展的な指導を行う割合は同数である。
今後は、子どもの実態分析・把握等を行い、一層指導の高まりを図っていく必要があ
る。

　算数・数学の指導として、発展的な学習の指導を行った学校の割合は、小学校調査に
おいては66.7％で、全国と比較して12.7ポイント、全道と比較して12.3ポイント高い。
　中学校調査においても66.7％で、全国と比較して9.8ポイント、全道と比較して8.5ポ
イント高い。
　また前年度と比較して、小中学校とも同数であったが、中学校で「よく行った」の割
合が上がっている。

質問事項

算数の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか

質問事項

数学の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答
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小学校

質問番号

65

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 52.7 46.9 0.4 0.0 0.0

全国(公立） 57.2 40.9 1.9 0.1 0.0

中学校

質問番号

65

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 47.4 48.3 4.3 0.0 0.0

全国(公立） 48.7 46.1 4.9 0.2 0.1

【考察】

　算数・数学の指導として、計算問題などの反復練習をする授業を行った学校の割合
は、小学校調査においては100.0％で、全国と比較して2ポイント、全道と比較して0.4
ポイント高い。
　中学校調査においても100.0％で、全国と比較して5.1ポイント、全道と比較して4.3
ポイント高い。
　

質問事項

算数の指導として、計算問題など反復練習をする授業を行いましたか

質問事項

数学の指導として、計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか

　小学校・中学校の算数・数学の指導として、計算問題などを繰り返し練習して基礎計
算力を高めることは、子どもの持続力・集中力を高め、数学的な思考力を養う元になる
極めて重要な取り組みである。したがって今後とも継続し、内容の工夫を図っていくこ
とが必要である。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.当てはまる 2．どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない

4.当てはまらない その他、無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる 3.どちらかといえば、当てはまらない

4.当てはまらない その他、無回答
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小学校

質問番号

67

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 52.7 46.9 0.4 0.0 0.0

全国(公立） 57.2 40.9 1.9 0.1 0.0

中学校

質問番号

66

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 12.5 40.9 30.6 15.6 0.4

全国(公立） 11.8 39.2 33.4 15.5 0.0

【考察】

質問事項

地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか

　当別町の小・中学校において、地域の人材を活用した授業を行っている割合は、当別
町は全国・全道より高く定着している状態といえる。したがって今後も幅広く地域の人
材などを活用して、教科の指導だけでなく食育の指導や職場体験学習・総合的な学習の
時間、部活動での活用など、範囲を広げていくことが大切である。

質問事項

地域の人材を外部講師として招聘した授業を行いましたか

（５）地域の人材の活用

　地域の人材を外部講師として招聘した授業を行った学校の割合は、小学校調査におい
ては100.0％で、全国と比較して2.0ポイント、全道と比較して0.4ポイント高い。
　中学校調査においても100.0％で、全国と比較して48.9ポイント、全道と比較して
46.2ポイント高い。
　また、前年度と比較して、小中学校とも100.0ポイントで変わりがない。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2..どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

49



小学校

質問番号

68

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0

北海道(公立） 8.8 23.1 34.7 33.3 0.0

全国(公立） 11.6 26.9 31.3 29.7 0.0

中学校

質問番号

67

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0

北海道(公立） 6.5 11.2 22.9 59.5 0.0

全国(公立） 5.8 13.0 24.4 56.8 0.0

【考察】

　当別町の小学校においては、昨年とそれほど相違はないが、中学校で活用率が低い状
況である。学校支援地域本部事業の取り組みなど中学校で一層の取組が望まれる。

質問事項

ボランティア等による授業サポート（補助）を行いましたか

　ボランティア等による授業サポート(補助)を行った学校の割合は、小学校調査におい
ては33.3％で、全国と比較して5.2ポイント低く、全道と比較して1.4ポイント高い。
　中学校調査においては0％で、全国と比較して18.8ポイント、全道と比較して17.7ポ
イント低い。
　

質問事項

ボランティア等による授業サポート（補助）を行いましたか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.よく行った 2.どちらかといえば，行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない
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小学校

質問番号

50

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0

北海道(公立） 7.9 5.8 10.5 20.2 55.5 0.0

全国(公立） 18.3 9.5 11.6 14.4 46.2 0.1

中学校

質問番号

50

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

北海道(公立） 8.6 3.5 9.9 13.4 64.7 0.0

全国(公立） 20.2 6.0 7.5 10.0 56.1 0.1

【考察】

（６）習熟度別少人数指導

　算数・数学の指導として、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行ってい
る学校の割合は、小学校調査においては0ポイントで、全国より27.8ポイント、全道と
比較して13.7ポイント低い。
　中学校調査においても0ポイントで、全国と比較して26.2ポイント、全道と比較して
12.1ポイント低い。
　

質問事項

前年度の数学の指導として習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行いましたか

　当別町の小中学校において少人数指導を行う割合は極めて低い状態である。算数・数
学指導で、子どもの理解のはやさや定着の実態に応じて、きめ細かな指導を進めること
は大変有効な指導方法であり、指導体制の工夫を図ることが大切である。

前年度の算数の授業において習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行いましたか

質問事項

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.年間の授業のうち，おおよそ３／４以上で行った 2.年間の授業のうち，おおよそ１／２以上，３／４未満で行った

3.年間の授業のうち，おおよそ１／４以上，１／２未満で行った 4.年間の授業のうち，おおよそ１／４未満で行った

5.習熟度別での少人数指導は行っていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道（公立）

全国(公立)

1.年間の授業のうち，おおよそ３/４以上で行った 2.年間の授業のうち，おおよそ１/２以上，３/４未満で行った

3.年間の授業のうち，おおよそ１/４以上，１/２未満で行った 4.年間の授業のうち，おおよそ１/４未満で行った

5.習熟度別での少人数指導は行っていない
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小学校

質問番号

80

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 48.1 47.7 4.2 0.0 0.0

全国(公立） 57.2 38.8 3.7 0.2 0.0

中学校

質問番号

79

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 9 その他・無回答

当別町 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0

北海道(公立） 37.5 52.1 9.5 0.4 0.4

全国(公立） 49.9 44.2 5.5 0.2 0.1

【考察】

　当別町の小学校・中学校とも、算数・数学の家庭学習の課題について、指導評価を
行った割合は１００％で、全国・全道よりも高い状態である。
　家庭学習の習慣化を図るには、課題を出すだけでなく、子どもの努力の様子をしっか
り評価し励ますことが大切であり、今後とも子どもの意欲を高める指導の工夫が大切で
ある。

　数学の指導として、児童に与えた家庭学習の課題について、指導・評価を行いましたか

　算数・数学の指導として、児童生徒に与えた家庭学習の課題について、指導・評価を
行った学校の割合は、小学校調査においては100.0％で、全国と比較して3.9ポイント、
全道と比較して4.2ポイント高い。
　中学校調査においても100.0％で、全国と比較して5.7ポイント、全道と比較して9.9
ポイント高い。
　また、前年度と比較して、小学校・中学校とも100%で増減無しであるが、小学校で
「よく行った」の割合が高くなっている。

質問事項

　算数の指導として、児童に与えた家庭学習の課題について、指導・評価を行いましたか

質問事項

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない 4.全く行っていない その他・無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当別町

北海道(公立）

全国(公立）

1.よく行った 2.どちらかといえば、行った 3.あまり行っていない ４.全く行っていない その他・無回答
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